Habitat segregation of the Sitophilus Complex (Coleoptera: Curculionidae), with special reference to the reduction of body size by Obara, K. et al.









産のコクゾウ S.zeamais Motsch.およびココクゾウ S.oryzae L.について，異なる温
湿度条件のもとで rを算出し，これに基づき両種の地理的分布ならびに発生消長について
考察を加えた.また尾原(1977)は，両種の種間競争の結果が rの大小関係に依存すると
いう Birch(1953 b)の報告を再確認し， rが同一になるような環境条件下においては，
両種が共存できることを実験的に明らかにした.
ところで，吉田 ・河野(1959)，Kiritani et al. (1963)らによると，両種は日本の南西
部において同所的に棲息しており， この事実を説明するためには， rの比較だけでは十分


































この破砕米から羽化した成虫を第 1世代 (G1) とし，ふたたび新しい破砕米に移し，数日
間産卵させた後取り除き体長を測定した. このような操作を第3世代 (Ga)まで続行し
た.飼育条件は温度 290C，相対湿度75%とした.
実 験 自吉 果
1.内的自然増加率































































種 名 系 統 平均発(日育)日数* 内的自(然r増)加率
ク ゾウ 実験室系統 26.52土0.35 0.348 コ
野外系統 27.18土0.23 0.359 
ココクゾウ 実験室系統 28.22土0.15 0.532 
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and Newsom (1959)， Morrison (1964 b)， Soderstarom and Wi1bur (1965)，伊藤
(1973)などの研究がある.これらを総括すると，コクゾウ類の体の大きさは穀粒の大き
いトウモロコシで最大であるが，玄米，小麦，マイロなどでは有意な差はないようであ
る.また， Baker and Mabie (1973)の人工飼料によるグラナリアコクゾウ S.granarius 
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